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農業農業農業農業のののの「「「「魅力魅力魅力魅力」」」」をををを肌肌肌肌でででで感感感感じてじてじてじて学習活動学習活動学習活動学習活動    
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校長校長校長校長    桑原桑原桑原桑原    克夫克夫克夫克夫    

今年度も三ヶ月が過ぎようとしています。一年生も

学校になれたころだと思います。少しだれやすくなる

頃ではないかと思いますが、いかがでしょうか。先日、一

年生の各学科の代表生徒と話す機会がありました。中

学校の時とは全く環境の違う中で実習等頑張っている

という印象を持ちました。 
 ところで、先日農業クラブ主催の『校内意見発表会』

がありました。役員の皆さんの司会進行が大変よかった

ことと、聴衆者の聞く態度の良さに快く思いました。そ

れ以上に、発表してくれた生徒諸君の発表内容の良さ

に｢良い発表をしてくれて、ありがとう｣という気持ちで

一杯になりました。早速、発表原稿をもらい冊子にし

たこところです。機会があれば色々な方々にお配りし

たいと思っています。 
 全体として感じたことは、『命』ということを皆さんよ

く考えていてくれていることでした。植物や動物を育て

ることで『いきもの』と触れあい命の大切さを学び、そこ

から新しい発見や感動もあると考えています。他の学

校では学べないことを皆さんは毎日勉強していることを

誇りに思ってほしいと考えています。 
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       ～～～～自分自分自分自分がががが感感感感じたじたじたじた疑問疑問疑問疑問をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために～～～～    

     七月二日に校内プロジェクト発表会が行われます。プロジェクト学習とは、農業

を経験して自分が感じた疑問から研究テーマを設定し、卒業するまで活動する

学習方法です。ここでは、各学科の代表に選ばれた研究内容をご紹介します。 
（（（（コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートをををを利用利用利用利用したしたしたした校地整備校地整備校地整備校地整備））））    

☆☆☆☆植物科学科植物科学科植物科学科植物科学科☆☆☆☆    
「「「「野菜大好野菜大好野菜大好野菜大好きききき！！！！作作作作ってってってって食食食食べようべようべようべよう」」」」

わくわくわくわくわくわくわくわく食育体験事業食育体験事業食育体験事業食育体験事業のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    
                    玉木友香里玉木友香里玉木友香里玉木友香里    山崎珠里山崎珠里山崎珠里山崎珠里    

本校での、食育事業での目的と
しては、農業体験と食体験の場と

して提供し、野菜専攻生と幼児・
保護者が協力して野菜を栽培し、

最終的には自分たちで作った野菜 
も増殖活動に取り組むことになり、稲

佐の浜での成果を長浜海岸での増殖で
生かしていきたいと考えています。 

☆☆☆☆環境科学科環境科学科環境科学科環境科学科☆☆☆☆    
「「「「ココココンクリートンクリートンクリートンクリートをををを利用利用利用利用したしたしたした    校地整備校地整備校地整備校地整備」」」」    

青木亙青木亙青木亙青木亙    今岡有史今岡有史今岡有史今岡有史    加藤恭平加藤恭平加藤恭平加藤恭平    松浦松浦松浦松浦旬旬旬旬 
自分たちの手で作ったコンクリート

を使用するものと、出来上がったコンク
リート二次製品を使用して校地内の

環境整備作業を行いたいと考えまし
た。①溝ふた作製…学校に溝ふたのな

い所があり、数を増やして生徒が安全
に歩けるようにしたいと思います。②

道路拡張工事…去年の継続で研究
し、車のすれ違いや通行がスムーズに

行えるよう完成させたいです。 
「「「「ケナフケナフケナフケナフのののの有効利用有効利用有効利用有効利用」」」」    安藤唯夏安藤唯夏安藤唯夏安藤唯夏    尾添美紗尾添美紗尾添美紗尾添美紗    岸弘華岸弘華岸弘華岸弘華 

ケナフは環境によいと聞いたことが
あり、自分たちで育ててみたいと考え

ました。そのためにまずケナフに対す
る知識を深め、人に伝えていくことを

考え、次の目的で研究しました。①栽
培過程を学習する。②ケナフはどのよ

うに利用されるのかを調べる。③自分
たちでケナフを利用した食品・作品を

作るの３つです。 ☆☆☆☆食品科学科食品科学科食品科学科食品科学科☆☆☆☆    
「「「「植物性乳酸菌植物性乳酸菌植物性乳酸菌植物性乳酸菌ヨーグルトヨーグルトヨーグルトヨーグルト」」」」    石田奈美石田奈美石田奈美石田奈美    三上真央三上真央三上真央三上真央    

乳酸菌には動物性乳酸菌と植物性
乳酸菌に分類されます。動物性乳酸

菌はヨーグルトやチーズなど、植物性 乳酸菌は漬物や味噌などに入ってい
ます。最近では漬物を食べる人が減少

してきているため、植物性乳酸菌を摂
取しなくなってきました。そこで島根

県の特産品を使用し、植物性乳酸菌
を摂取してヨーグルトを作り、手軽に

摂取してもらおうと考えました。。 
「「「「魅惑魅惑魅惑魅惑のののの花花花花ジャムプロジェクト
ジャムプロジェクト
ジャムプロジェクト
ジャムプロジェクト☆☆☆☆」」」」    

福田春香福田春香福田春香福田春香    藤井彩藤井彩藤井彩藤井彩    
 私たちのプロジェクトは、期間限定で

しか楽しむことのできない花を一年中
楽しめるようにする事を目的とした

プロジェクトです。すぐに枯れてしまう
花を年間通して楽しむために、花の

色、瑞々しさを残せるものは何かと
考え、ジャムにすれば、長期保存もで

き、色やみずみずしさも残せるのでは
ないかと思いました。見た目がきれい

で、花の味も楽しめる花ジャムを作る
中での苦労や試行錯誤を繰り返した

研究について発表したいと思います。 

 十一日、島根畜産技術センター
にて家畜審査競技県大会が行わ

れました。本校動物科学科の生
徒が肉用牛部門、乳用牛部門に

分かれて出場しました。 
☆☆☆☆肉用牛部門個人準優勝
肉用牛部門個人準優勝
肉用牛部門個人準優勝
肉用牛部門個人準優勝    

動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年    石本茜石本茜石本茜石本茜    
☆☆☆☆肉用牛部門団体優勝
肉用牛部門団体優勝
肉用牛部門団体優勝
肉用牛部門団体優勝    

動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年    猿木菜月猿木菜月猿木菜月猿木菜月    
石飛石飛石飛石飛なびきなびきなびきなびき    樋野千尋樋野千尋樋野千尋樋野千尋    ☆☆☆☆乳用牛部門優勝乳用牛部門優勝乳用牛部門優勝乳用牛部門優勝    

動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年    田部慶吾田部慶吾田部慶吾田部慶吾    小川希望小川希望小川希望小川希望    
「「「「自分自分自分自分をををを信信信信じてじてじてじて牛牛牛牛をををを選選選選ぶぶぶぶ」」」」    

動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年    田部慶吾田部慶吾田部慶吾田部慶吾    
    自分の名前が呼ばれた時、

「まさか」と思いました。一位
の牛は各部位がしっかりして

いて「これだ！」と思って選び
ました。来年に向けて、しっ

かり 
かり学習して知識を深めた

いと思います。また、農場当
番等で何気なく牛を見るの

ではなく、家畜審査の目線
で観察をして「審査眼」を高

めたいと思います。 
☆☆☆☆動物科学科動物科学科動物科学科動物科学科☆☆☆☆    

「「「「未利用資源未利用資源未利用資源未利用資源をををを利用利用利用利用したしたしたした肥育肥育肥育肥育」」」」    
～～～～ワインビーフワインビーフワインビーフワインビーフののののブランドブランドブランドブランド化化化化～～～～    

石本茜石本茜石本茜石本茜    高橋大輔高橋大輔高橋大輔高橋大輔    成相知香成相知香成相知香成相知香        
松本松本松本松本つぐみつぐみつぐみつぐみ    吉田圭祐吉田圭祐吉田圭祐吉田圭祐    髙田拓髙田拓髙田拓髙田拓    

 低コストで牛の嗜好性も高く、一日
の増体量も多いことと、過去にＡ４の

実績があるため、肥育にワイン粕を
使うことにしました。従来、粗飼料の

食い込みが悪いことや、水分過多に
よる下痢など体調不良を起こしてし

まう課題がありました。私たちは粗
飼料のカットの長さを変えることによ

り食い込みがよくなると考え、カット
の大きさやワイン粕との割合を昨年

度の給与量と比較して、上質な肉を
生産したいと思い、「出雲農林高校ワ

インビーフ」のブランド化を目指した
いと考えました。 「ＳＯＢＡ「ＳＯＢＡ「ＳＯＢＡ「ＳＯＢＡ    ＩＣＥ」ＩＣＥ」ＩＣＥ」ＩＣＥ」    

                            勝田彩乃勝田彩乃勝田彩乃勝田彩乃    横田香澄横田香澄横田香澄横田香澄 
出雲そばと本校の「あいす屋」をコ

ラボレーションさせ、出雲市の知名度
を更に上げるとともに、出農高の新

しいブランド品として製品化したいと
思い、このプロジェクトを選定しまし

た。そばアイスを製造し、出雲農林高 校のあいす屋をもっとたくさん
の人に知ってもらい、来客数を

増やし、そばアイスのブランド
化に繋げたいと思います。 

☆☆☆☆校内意見発表会
校内意見発表会
校内意見発表会
校内意見発表会    

～～～～自分自分自分自分のののの意見意見意見意見をををを伝伝伝伝えるえるえるえる～～～～    
 九日、標記の発表会が行われ

ました。クラス代表の生徒が、
農業や日常生活から自分が感

じた「思い」や「願い」を上手く
まとめ、全校生徒の前で発表

していました。聴衆者も集中し
て清聴し、一体感のある発表

会となりました。  審査の結果、三名の生徒が本
校代表として県大会に出場し

ます。 ○○○○代表者代表者代表者代表者    ・・・・食料区分食料区分食料区分食料区分        動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年動物科学科二年    原原原原ひかりひかりひかりひかり    
 

・・・・環境区分環境区分環境区分環境区分    環境科学科一年環境科学科一年環境科学科一年環境科学科一年    古川一輝古川一輝古川一輝古川一輝    
・・・・文化生活区分文化生活区分文化生活区分文化生活区分    食品科学科三年食品科学科三年食品科学科三年食品科学科三年    竹﨑華月竹﨑華月竹﨑華月竹﨑華月

☆☆☆☆フラワーアレンジメント
フラワーアレンジメント
フラワーアレンジメント
フラワーアレンジメント    

 植物科学科の授業の中で、生
徒が素晴らしいフラワーアレンジ

メント作品を作りました。 
植物科学科三年 佐藤由佳 

横木万里 小川和 

を調理して食べることにより、①植
物を育てる楽しさを感じてもらう。

②野菜を好きになってもらう。 こ
の二つを大きな目的として取り組ん

できました。そして、この事業をとお
して本校は農から育む食農プロジェ

クトを行っています。  
「「「「希少植物希少植物希少植物希少植物のののの保護保護保護保護」」」」    

ハマボウフウハマボウフウハマボウフウハマボウフウのののの大量増殖大量増殖大量増殖大量増殖とととと二二二二つのつのつのつの浜浜浜浜のののの
自生地復元自生地復元自生地復元自生地復元    池田有希池田有希池田有希池田有希    石富恵理石富恵理石富恵理石富恵理    児玉児玉児玉児玉    愛愛愛愛    

私たちは、出雲市大社町稲佐の浜
において、環境保護に取り組みたいと

考えています。稲佐の浜ではハマボウフ
ウは以前たくさんありましたが、今で

はほとんどありません。私たちは四年
前から組織培養、実生繁殖によってハ

マボウフウの増殖をしたものを稲佐の
浜で増やし、稲佐の浜をハマボウフウで

いっぱいにしようというプロジェクトに
取り組んでいます。また、長浜海岸で

（（（（全全全全てのてのてのての方向方向方向方向からからからから見見見見れるれるれるれるドームドームドームドーム型型型型））））    



  
7777 月月月月のののの行事予定行事予定行事予定行事予定    日 曜 項           目 １ 水 求人受付 ２ 木  ３ 金 地域農業関連企業見学会（１年） ４ 土  ５ 日  ６ 月 全校朝礼 第 1 回校内鑑定競技 ７ 火 意見発表県大会（矢上高校） スポーツ大会（～8 日） ８ 水  ９ 木 第 2 回一般常識テスト（3 年） 校内情報処理大会 10 金  11 土  12 日 第 1 回英検 2 次 13 月 出雲地区高体連 ＳＣ 面談週間 14 火  15 水 プロジェクト発表県大会（出雲農林） 16 木 就職ガイダンス（3 年） 17 金 終業式 18 土  19 日  20 月  21 火  22 水  23 木 鑑定競技県大会（出雲農林） 24 金  25 土  26 日 ウエイト国体予選 27 月 平板測量競技県大会（松江農林） 28 火  29 水  30 木  31 金 情報処理競技県大会（益田翔陽）   

                                   

                      

   

チャレンジショップ七月
のオープン日です。ご

来店、心よりお待ち
しております。  一、四、八、十一、 

     十五、十八日 
面談週間予定 

○生徒対象   十三～十六日 
○保護者様対象 

  終業式後～ 
 ＊詳細については、

担任から配布される
予定表にてご確認下

さい。なお、三年生は
三者面談となります 

編集後記編集後記編集後記編集後記      

☆☆☆☆スクールカウン
スクールカウン
スクールカウン
スクールカウン

セラーセラーセラーセラー予定予定予定予定    十三日十三日十三日十三日（（（（月月月月））））        相談は、保護者の方が
希望されてもよろしいで

す。生徒本人を通して、
あるいは直接学校の担当

者に連絡ください。 
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            大阪府茨木市大阪府茨木市大阪府茨木市大阪府茨木市    里見礼子里見礼子里見礼子里見礼子    

出身は出雲ですが、現在は大阪で暮らしています。私は 

何度か当校で作られたジャムやハム、野菜をいただきまし

た。こうした若者達の取り組みにふれると、心底嬉しくお

いしさも倍増します。今世の中では食の将来を危ぶむ声も

きかれ、地産地消の必要性が叫ばれています。 

かつて、沢山の野菜、米麦を育てた田畑に、トンボ、チョ

ウチョなど沢山の昆虫が舞い、家族が農作業する傍らで走

り回った経験をもつ私たちには、荒れ果てた休耕中の田ん

ぼをみるのは本当にさみしいものです。先祖が長年かけて

開墾したであろう田畑に、農業高校生の英知と情熱がふ

きこまれ、再び豊かな土壌で甘くみずみずしい産物が育っ

ていくことを切に願っています。農業は今あらためて見直

され貴方達に日本の食の将来が託されています！ 
ガンバレ！！ 

 地域地域地域地域のののの担担担担いいいい手手手手となるためにとなるためにとなるためにとなるために    
～二年生インターンシップ実習～ 

ことと、学生として生きるこ
との違いです。学生は大人に

守られていることをとても
実感しました。 また、公園管理は手入れ

をすればするほど、お客様
に良い気持ちを持って帰って

もらえました。お客様から
の「きれいだね」の一言が、短

い実習期間でしかお手伝い
できていないけど、とても嬉

しかったです。 
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業
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業
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～～～～三年生企業見学会
三年生企業見学会
三年生企業見学会
三年生企業見学会～～～～    

 十日、三年生が出雲市や斐川
町の企業見学に出掛けました。職

員の方からの講話や施設を見学
したことで、多くの生徒が働くこ

との厳しさややりがいを感じてい
ました。「企業が求める人間に成

長する」といった声も聞かれ、進路
決定に向けて意欲を高めることが

できました。 「「「「求求求求められるめられるめられるめられる人材人材人材人材をををを目指目指目指目指してしてしてして」」」」    
動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年動物科学科三年    落合宏美落合宏美落合宏美落合宏美 

 ナカバヤシさんでは、卒業アルバ
ムや世界に一つしかないオリジナ

ルアルバムを作っておられ、私達の
生活にとても深く関わっていると

感じました。普段何気なく使って
いるノートも職員の方が一生懸命

作製されており、感謝の気持ちで
一杯になりました。 

講話の中で「本社が求める人材
像は自己表現のできる素直で元

気のよい人」と言われました。これ
は、どこの会社でも同じことだと

思います。私もこれから就職して
いく中で、この人材像を目標にし

☆☆ ☆☆
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    ～～～～高校総体総括高校総体総括高校総体総括高校総体総括    耕魂会総会耕魂会総会耕魂会総会耕魂会総会～～～～    

 五月三十日～六月六日、高校総体が行われました。

先生や友人、保護者の方からの応援を力にかえて一生

懸命プレーしていました。また、十三日、卒業生会であ

る耕魂会総会が開催され、「生徒の皆さん応援していま

す」とエールを頂きました。 
チャレンジ ショップ開店日 

「日々の積み重ね」 
 日々の習慣は、自分

が無意識のうちに表
に現れるものだと思

います。本校の多くの
生徒は「挨拶」や「自

分から積極的に行動
する」など良い習慣が

見に付いていると感じ
☆☆☆☆総体総体総体総体をををを総括総括総括総括してしてしてして    

「「「「意気込意気込意気込意気込みみみみ」」」」    体育科体育科体育科体育科    前前前前    雄一雄一雄一雄一 
 大会本番前の練習で

は、各部が活発に動き熱
の入った練習をしていま

した。生徒の様子を見て
いて、今回の総体にかけ

る意気込みが伝わってき
ました。 全体的に見ると成績

は昨年度より低いです
が、「精一杯やった。悔い

はない」という感想が多
く、生徒にとって良い経

験になったと思います。
三年生は引退しますが、

一、二年生は新人戦に
向けてさらにモチベーシ

ョンを高めて欲しいと思
います。 

☆☆☆☆耕魂会総会報告
耕魂会総会報告
耕魂会総会報告
耕魂会総会報告    

 十三日、卒業生会の総
会が開催されました。当

日は、予算・決算等の審
議後、出農太鼓部の壮

大な演奏がありました。
出席者の方から「太鼓の

ような伝統芸能や地域
の伝統である農業を守

り、支える生徒を応援し
ている」といった言葉を頂

きました。応援の言葉を
しっかり受け止めて、さ

らに力を高めて欲しいと
感じました。 

十五～十九日の五日間、二
年生がインターンシップ実習に

出掛けました。地域の農家や
企業から仕事を教わること

で、生徒の進路意識高揚や学
校で学んだ専門性を深めるこ

とができました。 

HP（http://www.shimanet.ed.jp/izuno/http://www.shimanet.ed.jp/izuno/http://www.shimanet.ed.jp/izuno/http://www.shimanet.ed.jp/izuno/） 

「「「「学生学生学生学生とととと社会人社会人社会人社会人のののの違違違違いいいい」」」」    
植物科学科二年川上成美
植物科学科二年川上成美
植物科学科二年川上成美
植物科学科二年川上成美 

花の郷で花摘みや除草等
の実習をしました。実習期間

中、言葉に表せないほどいろ
いろ考えました。特に感じた

ことは、社会人として生きる 
ようと思いました。普段で

は見ることのできない職場
を見学できてとてもよい勉

強になりました。 

（（（（出農太鼓部出農太鼓部出農太鼓部出農太鼓部    壮大壮大壮大壮大なななな演奏演奏演奏演奏））））     

（（（（田植田植田植田植ええええ実習実習実習実習のののの様子様子様子様子））））    
（（（（企業見学会企業見学会企業見学会企業見学会のののの様子様子様子様子））））     

（（（（総体中総体中総体中総体中ののののハツラツプレーハツラツプレーハツラツプレーハツラツプレー））））     

ています。今後も、良
い習慣を身に付ける

ために「意識」しなが
ら学校生活を送って

欲しいと思います。    （甲） 


